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ご 

挨 
拶 

理
事
長 

大 

野 

風 

柳 
 

 

暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
台
風
11
号
の
影
響
を
案
じ
て

お
り
ま
す
。
最
近
の
天
候
が
落
ち
付
か
ず
、
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
推

察
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
川
柳
の
方
は
い
か
が
で
す
か
。 

 

私
ど
も
の
全
日
本
川
柳
協
会
も
皆
さ
ん
方
お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
と
の

交
流
を
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
日
川
協
会
員
で
あ
る
川
柳
社
も
、
会

員
の
減
少
、
運
営
費
の
増
加
の
中
の
ご
苦
労
を
お
察
し
い
た
し
ま
す
。 

 

先
般
、
公
益
社
団
法
人
日
本
文
芸
家
協
会
で
は
『
文
学
は
消
え
て
ゆ

く
か
？
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
き
〝
な
ぜ
文
学

は
読
ま
れ
な
く
な
っ
た
の
か(

縮
む
出
版
産
業
界)

〟
と
い
う
テ
ー
マ
で

語
り
合
っ
て
居
り
ま
す
。
内
容
の
小
見
出
し
を
紹
介
し
ま
す
と
、
〝
縮

む
出
版
産
業
界
〟
〝
教
養
主
義
の
解
体
〟
〝
社
会
の
二
極
分
化
が
す
す

ん
だ
〟
〝
作
品
は
だ
れ
の
も
の
か
・
著
作
権
保
護
期
間
、
５
０
年
と
７

０
年
ど
ち
ら
が
正
当
？
〟
〝
文
学
の
未
来
を
担
う
も
の
・
職
業
作
家
が

い
な
く
な
る
〟
〝
広
く
多
く
読
ま
れ
る
た
め
に
〟
な
ど
な
ど
で
す
。 

 

川
柳
界
に
於
い
て
も
、
や
は
り
目
を
将
来
に
向
け
て
の
意
見
交
換
が

必
要
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

現
実
の
厳
し
さ
、
将
来
へ
の
不
安
に
川
柳
は
俗
の
感
覚
で
立
ち
向
か

う
心
構
え
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。 

 

先
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
現
実
の
問
題
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
潰
し
て
い

く
馬
力
を
私
た
ち
は
持
っ
て
い
る
筈
で
す
。
真
剣
に
そ
し
て
誠
実
に
こ

れ
ら
を
考
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
私
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
大

き
な
も
の
を
見
抜
き
な
が
ら
小
さ
な
も
の
を
ひ
と
つ
ず
つ
潰
し
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
は
常
に
現
実
の
上
に
佇
ち
つ
づ
け
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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正味財産増減計算書 
平成 25 年 4 月 1 日から平成 26 年 3 月 31 日まで            （単位：円） 

科目 当年度 前年度 増減 備考 

Ⅰ 一般正味財産増減の部         

  １．経常増減の部         

   （１）経常収益         

    基本財産運用益 34,781 26,831 7,950   

    受取入会金 27,000 24,000 3,000   

     柳社入会金 18,000 21,000 △ 3,000   

     個人入会金 9,000 3,000 6,000   

    受取会費 5,432,000 5,714,000 △ 282,000   

     理事会費 384,000 432,000 △ 48,000   

     常任幹事会費 2,640,000 3,000,000 △ 360,000   

     正会員会費（団体） 2,282,000 2,198,000 84,000   

     正会員会費（個人） 126,000 84,000 42,000   

    普及向上事業収益 14,413,673 12,238,434 2,175,239   

     誌上大会 3,363,943 0 3,363,943   

     全国大会（事前） 1,988,120 1,848,075 140,045   

     全国大会（当日） 7,132,899 4,177,229 2,955,670   

     写真名鑑 0 3,080,000 △ 3,080,000   

     国民文化祭 0 2,054,080 △ 2,054,080   

     表彰後援事業 246,900 239,050 7,850   

     選考協力事業 1,681,811 840,000 841,811   

    受取補助金等 0 7,717,057 △ 7,717,057   

    受取寄付金 1,110,000 250,000 860,000   

    雑収益 0 0 0   

      経常収益計 21,017,454 25,970,322 △ 4,952,868   

   （２）経常費用         

    事業費 18,839,365 22,892,085 △ 4,052,720   

     給料手当 3,411,999 3,367,602 44,397   

     臨時雇賃金 79,440 1,539,242 △ 1,459,802   

     退職給付費用 135,000 0 135,000   

     福利厚生費 0 0 0   

     旅費交通費 725,440 1,848,240 △ 1,122,800   

     通信運搬費 1,440,703 1,955,376 △ 514,673   

     支払手数料 4,095 0 4,095   

     消耗品費 135,996 470,084 △ 334,088   

     借損・設営費 0 780,608 △ 780,608   

     印刷製本費 2,147,334 4,639,103 △ 2,491,769   

     光熱水料費 99,985 105,653 △ 5,668   

     賃借料 1,091,588 1,091,588 0   

     保険料 46,950 47,850 △ 900   

     諸謝金 1,480,000 1,460,000 20,000   

     租税公課 0 0 0   

     表彰後援費 907,936 1,079,510 △ 171,574   

     広告宣伝費 0 30,000 △ 30,000   

     実行委員会運営費 7,132,899 4,477,229 2,655,670   

     雑費 0 0 0   

    管理費 1,803,398 1,428,527 374,871   

     給料手当 379,111 374,178 4,933   

     退職給与費用 15,000 0 15,000   

     福利厚生費 46,100 43,380 2,720   

     会議費 161,124 196,849 △ 35,725   

     旅費交通費 171,920 151,080 20,840   

     通信運搬費 146,842 179,507 △ 32,665   

     支払手数料 6,390 0 6,390   

     消耗品費 15,110 23,934 △ 8,824   

     印刷製本費 191,100 0 191,100   

     光熱水料費 11,109 11,739 △ 630   

     賃借料 121,288 121,288 0   

     保険料 0 10,050 △ 10,050   

     法定福利費 138,808 29,087 109,721   

     租税公課 0 0 0   

     接待交際費 7,200 11,500 △ 4,300   

     雑費 392,296 275,935 116,361   

      経常費用計 20,642,763 24,320,612 △ 3,677,849   

    当期経常増減額 374,691 1,649,710 △ 1,275,019   

  ２．経常外増減の部         

   （１）経常外収益         

    退職給付取崩益 0 451,639 △ 451,639   

    経常外収益計 0 451,639 △ 451,639   

   （２）経常外費用         

    （該当なし） 0 0 0   

    経常外費用計 0 0 0   

    当期経常外増減額 0 451,639 △ 451,639   

   当期正味財産増減額 374,691 2,101,349 △ 1,726,658   

   一般正味財産期首残高 5,012,054 2,910,705 2,101,349   

    一般正味財産期末残高 5,386,745 5,012,054 374,691   

Ⅱ 指定正味財産増減の部         

   当期指定正味財産増減額 0 0 0   

   指定正味財産期首残高 21,000,000 21,000,000 0   

    指定正味財産期末残高 21,000,000 21,000,000 0   

Ⅲ 正味財産期末残高 26,386,745 26,012,054 374,691   
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場 

所
＝
富
山
国
際
会
議
場 

定
足
数
の
確
認
の
あ
と
議
事
録
署
名
者
選
出 

 

東
西
常
任
幹
事
会
・
総
会 

議 
案 

議
案
第
一
号 

平
成
25
年
度
事
業
報
告
承
認 

 
 

 
 

 
 

の
件 

議
案
第
二
号 

平
成
25
年
度
収
支
決
算
報
告 

 
 

 
 

 
 

承
認
の
件 

報
告
第
一
号 

平
成
25
年
度
監
査
報
告
の
件 

議
案
第
三
号 

定
款
一
部
変
更
承
認
の
件 

報
告
第
二
号 

全
国
大
会
表
彰
の
件 

そ
の
他 

 

理 

事 

会 
 

議 

案 

議
案
第
一
号 

定
款
一
部
変
更
追
加
の
件 

議
案
第
二
号 

顧
問
推
薦
承
認
の
件 

報
告
第
一
号 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
件 

そ
の
他 

 

右
の
議
案
案
件
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、
理
事

会
、
総
会
で
承
認
さ
れ
た
。 

 

<

大
会
連
続
出
席
者> 

 

連
続
10
回
参
加 

 
 

齊
藤 

哲
夫
・
辻 

 

敬
子 

 
 

辻 
 

晩
穂
・
松
浦
美
恵
子 

 
 

渡
辺 

松
風
・
加
藤 

星
花 

 
 

鈴
木
さ
く
ら
・
田
原
せ
い
け
ん 

 
 

渡
辺 

幸
士 

 

連
続
15
回
参
加 

 
 

荻
原
美
和
子
・
本
田 

智
彦 

<

マ
ス
コ
ミ
柳
壇
の
指
導
を
10
年
以
上
行
っ
た
者> 

 
 

酒
井 

路
也
・
石
川 

三
昌 

 
 

平
山 
繁
夫 

<

第
10
回
80
歳
以
上
の
功
労
者
顕
彰>

 

 
 

成
田 

孤
舟
・
中
沢
久
仁
夫 

 
 

會
田
規
世
児
・
住
田
英
比
古 

 
 

竹
森 

雀
舎 

協
会
運
営
に
貢
献
の
あ
っ
た
方 

 
 

佐
々
木
文
子 

<

第
７
回
川
柳
文
学
賞>

 

正 

賞
「
水 

 
 

 

暦
」 

 

松
田
て
い
こ 

準 

賞
「
畦
の
花
と
雨
蛙
」 

 

や
ま
で
ゑ
み 

奨
励
賞
「
か
ぐ
や 

川
柳
少
女
の
十
五
の
夜

」
倉
間
し
お
り 

 
平
成
26
年
度 

第
２
回 

理 

事 

会 

 
 

東
西
合
同
常
任
幹
事
会
（
六
月
二
十
九
日
） 

 
 

通

常

総

会 

  

第
一
部 

事
前
投
句
選
者 

 
 

「 

コ 

ピ 

ー 

」 

あ
き
た 

じ
ゅ
ん 

選 

 
 

「 

く 

す 

り 

」 

弘 

兼 

秀 

子 

選 

 
 

「 

ど
き
ど
き 

」 

田 

中 

寿
々
夢 

選 

 
 

「 

巡 
 

る 

」 

梅 

崎 

流 

青 

選 

  

第
二
部 

当
日
投
句
選
者 

 
 

「 
 

黒 
 

」 

髙 

瀨 

霜 

石 

選 

 
 

「 

軽 
 

い 

」 

恒 

弘 

衛 

山 

選 

 
 

「 

風 
 

船 

」 

米 

島 

暁 

子 

選 

  

ジ
ュ
ニ
ア
部
門 

 
 

「 
 

黒 
 

」 

福 

村 

今
日
志 

選 

 
 

「 

風 
 

船 

」 

牧 

野 

芳 

光 

選 

 
 

「
自
由
に
作
る
」 

川 

合 

笑 

迷 

選 

  

第
二
次
選
者 

 
 
 

竹 

本 

瓢
太
郎
・
久
保
田 

半
蔵
門 

 
 
 

大 

木 

俊 

秀
・
田 

中 

八
洲
志 

 
 
 

矢 

沢 

和 

女 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

第
38
回 

富

山

大

会

選

者 



- 5 - 

 
 
 

文
部
科
学
大
臣
賞 

寺
巡
る
度
に
鱗
を
置
い
て
く
る 

鳥 

取 

政
岡
未
延
子 

  
 
 

参
議
院
議
長
賞

 
木
簡
の
か
す
か
な
文
字
が
し
ゃ
べ
り
出
す 

奈 

良 

西
川 

國
治 

  
 
 

川 

柳 

大 

賞 

吊
り
革
に
コ
ピ
ー
人
間
ぶ
ら
下
が
る 

山 

口 

田
中 

博
美 

  
 
 

大 
 

会 
 

賞 

内
紛
の
国
に
生
ま
れ
た
子
の
命 

宮 

城 

仁
多
見
千
絵 

徘
徊
の
母
風
船
と
出
て
行
っ
た 

東 

京 

辻 
 

直
子 

吹
き
込
ん
だ
い
の
ち
紙
ふ
う
せ
ん
弾
む 

静 

岡 

水
品 

団
石 

生
き
過
ぎ
る
こ
と
も
苦
労
と
く
す
り
の
む 

山 

口 

竹
本
チ
ヱ
子 

痛
み
止
め
こ
ん
な
に
残
し
逝
っ
た
母 
富 

山 

金
崎 

健
一 

わ
た
く
し
の
中
で
発
酵
し
て
る
黒 
佐 
賀 

真
島
久
美
子 

風
船
を
追
い
か
け
自
由
人
に
な
る 

島 
根 
石
橋 

芳
山 

九
条
の
コ
ピ
ー
し
っ
か
り
取
っ
て
お
く 

山 

形 
中
川 

晴
海 

黒
光
り
す
る
ほ
ど
生
き
て
生
き
て
死
ぬ 

鳥 

取 

藤
原 
鬼
桜 

吊
り
橋
の
揺
れ
へ
く
す
り
が
て
ば
な
せ
ぬ 

広 

島 

高
橋 

鬼
焼 

幻
灯
も
終
わ
る
お
浄
土
に
か
え
ろ
う 

長 

崎 

小
田 

八
宝 

  
 

  
 
 

富

山

県

知

事

賞 

 

ふ
う
せ
ん
は
ゆ
め
を
の
せ
た
ら
お
も
く
な
る 

高 

知 

高
岡
第
一
小
２ 

廣
澤 

櫂
士 

  
 
 

富

山

市

長

賞 

 

カ
ラ
フ
ル
な
色
に
な
じ
め
ぬ
黒
の
意
地 

青 

森 

佐
井
中
２ 

船
越 

桃
佳 

  
 
 

富

山

県

教

育

長

賞 

 

じ
ゅ
業
中
え
ん
筆
た
ち
が
お
ど
っ
て
る 

広 

島 

佐
方
小
４ 

日
高 

 

空 
  

 
 

北
日
本
新
聞
社
社
長
賞 

 

カ
ラ
フ
ル
な
ふ
う
せ
ん
み
た
い
ぼ
く
た
ち
も 

富 

山 

鵜
坂
小
５ 

増
沢 

駿
希 

 
 
 

全

日

本

川

柳

協

会

賞 

 

悪
口
が
君
の
風
船
割
り
に
い
く 

富 

山 

大
沢
野
小
６ 

小
森 

望
月 

 

が
よ
う
し
に
ゆ
め
を
か
い
た
ら
は
み
だ
し
た 

山 

口 

多
磨
小
４ 

陶 
 

智
美 

  
 
 

教

育

新

聞

社

賞 

 

か
き
氷
今
日
の
気
分
は
メ
ロ
ン
か
な 

岩 

手 

城
北
小
４ 

吉
田 

脩
悦 

 

日
本
人
や
っ
ぱ
り
黒
だ
か
み
の
色 

富 

山 

大
久
保
小
６ 

清
水 

瑛
美 

 

日
が
落
ち
て
黒
に
染
ま
っ
て
ゆ
く
自
然 

山 

口 

田
万
川
中
２ 

須
郷 

 

賢 

第 38 回 全日本川柳 2014 年 富山大会 
（当日参加者627名／事前参加者1,800名／ジュニア参加者12,004名） 

ジ 

ュ 

ニ 

ア 

部 

門 
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二
〇
一
四
年
六
月
二
十
八
日
、
富
山
県
・
富
山
第
一
ホ
テ
ル
に
て
授
賞

式
が
行
な
わ
れ
、
平
山
繁
夫
選
考
委
員
を
は
じ
め
、
多
数
の
川
柳
家
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
賞
状
、
盾
と
副
賞
10
万
円
が
、
受
賞
さ
れ
た
松
田
て

い
こ
氏
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
準
賞
を
受
賞
さ
れ
た
や
ま
で
ゑ
み

氏
に
は
賞
状
、
盾
、
副
賞
３
万
円
が
、
今
回
特
別
に
設
け
ら
れ
た
奨
励
賞

を
受
賞
さ
れ
た
倉
間
し
お
り
さ
ん
に
賞
状
、
盾
、
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。 

 

第
７
回
川
柳
文
学
賞
は
平
成
25
年
に
発
刊
さ
れ
た
句
集
の
う
ち
、
申
請

の
あ
っ
た
22
冊
を
選
考
委
員
（
大
木
俊
秀
・
久
保
田
半
蔵
門
・
平
山
繁
夫
・

雫
石
隆
子
・
林
え
り
子
（
作
家
）
）
５
名
（
敬
称
略
）
が
選
考
し
ま
し
た
。 

 

■ 

総
評 

選
考
委
員
：
平
山
繁
夫 

 

第
七
回
川
柳
文
学
賞
選
考
委
員
会
を
日
川
協
大
阪
本
部
で
開
い
た
。
選

考
委
員
は
、
大
木
俊
秀
委
員
、
久
保
田
半
蔵
門
委
員
、
平
山
繁
夫
、
文
面

参
加
と
し
て
雫
石
隆
子
委
員
、
林
え
り
子
（
作
家
）
委
員
、
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
本
田
智
彦
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。
応
募
句
集
は
22
点
で
あ
り
、

入
賞
作
品
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

  

正 

賞
『
水
暦
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
田
て
い
こ
さ
ん 

 

準 

賞
『
畦
の
花
と
雨
蛙
』 

 
 

 
 

 
 

 

や
ま
で
ゑ
み
さ
ん 

 

奨
励
賞
『
か
ぐ
や 

川
柳
少
女
の
十
五
の
夜
』 

倉
間
し
お
り
さ
ん 

  

『
水
暦
』 

 

第
一
位 

推
薦
者 

久
保
田
半
蔵
門
委
員 

 
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
性
は
心
を
打
つ
も
の
が
あ
る
。
こ
の
抒
情
性
が
文

学
の
価
値
と
し
て
高
め
て
い
る
。
多
少
の
文
語
詩
や
切
れ
字
が
気
に
な
る

か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
作
者
の
持
ち
味
と
し
て
生
き
て
い
る
。
こ
の

句
集
を
第
一
位
に
推
し
た
い
。 

第
７
回
川
柳
文
学
賞
受
賞
作
品 

正 

賞
『 
水 

 
 

暦 

』 

松
田 

て
い
こ 

準 

賞
『
畦
の
花
と
雨
蛙
』 

や
ま
で 

ゑ
み 

奨
励
賞
『
か
ぐ
や 

川
柳
少
女
の
十
五
の
夜
』 

倉
間 

し
お
り 
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第
一
位 

推
薦
者 

平
山
繁
夫 

 

現
代
の
人
間
存
在
の
危
う
さ
を
死
と
い
う
主
題
に
置
い
て
い
る
。
こ
れ

は
人
間
の
虚
無
の
実
相
で
あ
り
、
人
間
崩
壊
を
支
え
る
核
と
し
て
知
性
や

抒
情
の
近
代
的
成
熟
が
見
ら
れ
る
高
質
の
一
書
で
あ
る
。 

 

第
二
位 

推
薦
者 
大
木
俊
秀
委
員 

 

体
調
不
良
の
た
め
、
評
者
の
選
考
基
準
は
届
い
て
い
な
い
。 

  

『
畦
の
花
と
雨
蛙
』 

 

第
一
位 

推
薦
者 

大
木
俊
秀
委
員 

 

第
二
位 

推
薦
者 

久
保
田
半
蔵
門
委
員 

 

『
畦
の
花
と
雨
蛙
』
有
機
、
無
農
薬
、
無
化
学
肥
料
の
本
物
志
向
を
目

指
し
て
お
ら
れ
る
専
業
農
家
の
主
婦
で
あ
る
。
自
然
と
対
峙
し
て
ま
じ
め

に
生
き
て
こ
ら
れ
た
姿
は
尊
い
。
一
年
に
二
冊
目
を
出
版
さ
れ
、
絵
も
上

手
に
描
か
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
農
に
携
わ
る
方
の
詩
だ
と
思
う
。 

  

『
か
ぐ
や 

川
柳
少
女
の
十
五
の
夜
』 

 

第
三
位 

推
薦
者 

久
保
田
半
蔵
門
委
員 

 

15
歳
の
少
女
が
奏
で
る
川
柳
だ
。
少
し
迷
っ
た
こ
と
も
確
か
だ
。
俳
句

界
に
ラ
ン
ド
セ
ル
俳
人
が
い
る
の
な
ら
川
柳
界
に
か
ぐ
や
少
女
が
居
て
も

よ
い
。
句
も
大
人
の
川
柳
と
大
差
な
く
素
直
に
伸
ば
し
た
い
。 

 

第
三
位 

推
薦
者 

林
え
り
子
委
員 

 

若
い
世
代
の
活
躍
の
一
端
を
知
っ
た
作
品
集
で
あ
る
。
３
歳
か
ら
作
句

開
始
と
の
こ
と
で
、
す
で
に
熟
練
の
域
に
達
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。「
爪

を
切
る
時
は
無
心
に
な
れ
る
の
に
」
etc 

生
活
詩
を
か
ろ
や
か
に
詠
む
あ

た
り
は
将
来
を
嘱
望
さ
せ
ま
す
。 

  

今
回
、
新
し
く
設
け
ら
れ
た
奨
励
賞
は
、
私
た
ち
忸
怩
た
る
川
柳
家
の

新
し
き
未
来
を
15
歳
の
少
女
に
仮
託
す
る
思
い
の
結
晶
が
、
満
場
一
致
の

形
と
な
っ
た
。
そ
の
他
、
一
位
に
推
し
た
作
品
名
、
雫
石
隆
子
委
員
は
、

『
新
家
完
司
川
柳
集
（
六
）』
、
林
え
り
子
委
員
は
『
め
ぐ
美
（
二
）
』
堀
尾

す
み
ゑ
さ
ん
で
あ
る
。 

 

現
代
批
評
を
自
我
と
し
て
取
り
あ
げ
、
そ
こ
に
血
肉
と
い
う
感
情
を
付

託
し
た
比
較
的
重
厚
な
作
品
が
見
ら
れ
た
。
私
小
説
的
な
作
品
も
散
見
さ

れ
た
が
、
鋭
く
自
己
を
追
い
つ
め
、
現
代
の
不
安
を
問
題
提
議
す
る
作
品

も
あ
っ
た
。
今
後
も
内
質
の
高
い
作
品
を
期
待
し
た
い
。 
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松 

田 

て
い
こ 

氏 

や
ま
で 

ゑ 

み 

氏 

 

        

■ 

主
な
掲
載
作
品
『 

水 

暦 

』 

 
 

 
 

花
陰
の
亡
母
も
か
げ
ろ
う
吾
も
か
げ
ろ
う 

 
 

 
 

た
ま
ゆ
ら
の
花
の
い
の
ち
に
命
名
す 

 
 

 
 

た
ま
し
い
の
奥
へ
奥
へ
と
鈴
を
ふ
る 

 
 

 
 

髪
を
梳
く
吹
雪
の
音
を
き
き
な
が
ら 

 
 

 
 

虚
と
実
の
扉
へ
人
形
の
ゆ
び
が
触
れ 

 
 

 
 

凛
々
と
澄
み
ゆ
け
蒼
き
け
も
の
た
ち 

 
 

 
 

水
か
が
み
亡
母
と
相
似
の
炎
を
揺
ら
す 

 
 

 
 

桃
あ
ら
う
手
も
と
の
闇
を
ほ
ど
き
つ
つ 

 
 

 
 

亡
姉
ひ
と
り
鷺
草
の
夜
を
わ
た
り
く
る 

 
 

 
 

ふ
り
向
い
た
少
女
に
点
る
水
蛍 

 
 

 
 

風
光
る
秋
の
花
嫁
う
つ
む
け
ば 

 
 

 
 

留
袖
を
た
た
む
寂
し
く
あ
た
た
か
く 

■ 

主
な
掲
載
作
品
『 

畦
の
花
と
雨
蛙 

』 

 
 

 
 

降
る
ま
で
は
鳴
き
止
め
ま
せ
ん
雨
蛙 

 
 

 
 

マ
ン
サ
ク
の
谷
水
引
い
て
張
る
棚
田 

 
 

 
 

黒
土
に
寄
る
小
鳥
ら
と
打
つ
春
田 

 
 

 
 

鍬
休
め
見
上
げ
る
峯
に
山
ざ
く
ら 

 
 

 
 

耕
し
て
大
地
の
力
も
ら
う
鍬 

 
 

 
 

ふ
る
里
は
ど
こ
も
絵
に
な
る
過
疎
の
春 

 
 

 
 

新
品
種
の
と
き
め
く
タ
ネ
を
埋
め
て
い
く 

 
 

 
 

出
来
秋
の
夢
を
見
さ
せ
る
苗
の
よ
さ 

 
 

 
 

葉
桜
に
始
ま
り
藤
も
見
て
棚
田 

 
 

 
 

頬
な
で
る
風
さ
わ
や
か
に
初
田
植 

 
 

 
 

と
び
っ
き
り
う
ま
い
お
む
す
び
田
植
唄 

 
 

 
 

早
苗
吹
く
風
さ
わ
や
か
に
植
え
じ
ま
い 

 

       

 

平
成
25
年
10
月
13
日
発
行 

 

Ａ
５
判
ハ
ー
ド
カ
バ
ー 

168

頁 
 

㈲
み
ら
い
印
刷 

定
価
二
千
円 

 

平
成
25
年
５
月
29
日
発
行 

 

Ａ
５
判
ソ
フ
ト
カ
バ
ー 

128

頁 
 

新
葉
館
出
版 

定
価
千
円
（
税
別
） 
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倉 

間 

し
お
り 

さ
ん 

 

       

■ 

主
な
掲
載
作
品
『 

川
柳
句
集 

か
ぐ
や
―
川
柳
少
女
の
十
五
の
夜 

』 

 
 

 
 

ひ
と
り
で
は
月
に
帰
れ
ぬ
か
ぐ
や
姫 

 
 

 
 

憧
れ
て
キ
リ
ン
に
化
け
て
み
る
バ
ナ
ナ 

 
 

 
 

魂
に
塗
る
ク
リ
ー
ム
は
あ
り
ま
す
か 

 
 

 
 

い
つ
か
ら
か
口
の
一
部
に
な
っ
た
ガ
ム 

 
 

 
 

三
日
月
の
欠
け
た
部
分
に
宇
宙
人 

 
 

 
 

妙
案
は
出
て
こ
ぬ
自
動
販
売
機 

 
 

 
 

尾
を
生
や
す
正
直
者
に
な
り
た
く
て 

 
 

 
 

ト
ナ
カ
イ
も
ピ
エ
ロ
も
同
じ
赤
い
鼻 

 
 

 
 

一
本
の
木
に
な
り
た
く
て
入
る
森 

 
 

 
 

夏
祭
り
魑
魅
魍
魎
と
す
れ
違
う 

 
 

 
 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
窓
開
け
き
っ
て
夏
に
会
う 

 
 

 
 

庶
民
派
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
鯵
フ
ラ
イ 

 
 

 

平
成
25
年
12
月
15
日
発
行 

 

Ａ
５
判
ハ
ー
ド
カ
バ
ー 

64

頁 
 

新
葉
館
出
版 

定
価
千
二
百
円
（
税
別
） 

日
川
協
で
は
川
柳
の
普
及
向
上
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

１
年
間
に
出
版
さ
れ
た
川
柳
個
人
句
集
の
う
ち
、
も
っ

と
も
優
れ
た
川
柳
句
集
に
対
し
て
「
川
柳
文
学
賞
」
を

授
与
し
て
い
ま
す
。 

平
成
26
年
１
月
か
ら
12
月
末
日
ま
で
に
刊
行
し
た
句

集
６
冊
及
び
同
句
集
の
概
要
説
明
書
を
平
成
27
年
１

月
末
日
ま
で
に
当
協
会
の
「
川
柳
文
学
賞
」
選
考
委
員

会
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

沢
山
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

第 ８ 回 
川 柳 文 学 賞 募 集 
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平
成
26
年
度 

80 

歳 

以 

上 

の 

功 

労 

者 

略 

歴 
  

 

（
敬
称
略
） 

東
京
都 

成
田

な

り

た 
孤
舟

こ
し
ゅ
う 

昭
和
５
年
３
月
30
日 

秋
田
県
生
ま
れ 

昭
和
23
年
頃
か
ら
新
聞

川
柳
へ
の
投
句
か
ら
始

め
る
。 

昭
和
28
年
、
小
樽
川
柳

社
同
人
。 

昭
和
35
年
、
川
柳
白
帆
吟
社
同
人
。
昭
和
48
年
、

川
柳
白
帆
吟
社
主
幹
、
現
在
に
至
る
。 

平
成
15
年
川
柳
人
協
会
賞
受
賞
。 

句
集
『
風
の
四
季
』
。 

 

山
梨
県 

中
沢

な
か
ざ
わ

久
仁
夫

く

に

お 

昭
和
６
年
１
月
13
日
生 

水
晶
彫
刻
伝
統
工
芸
士
。

俳
句
の
作
句
活
動
を
経

て
、「
川
柳
こ
ろ
柿
」
に

参
加
し
て
い
た
親
戚
に

勧
め
ら
れ
昭
和
25
年
、
19
歳
で
川
柳
を
知
る
。

中
沢
春
雨
に
師
事
。 

   

平
成
９
年
「
川
柳
轍
」
を
創
刊
、
主
宰
と
な
り

現
在
に
至
る
。 

山
梨
県
川
柳
会
会
長
、
山
梨
日
日
新
聞
、
甲
府

市
広
報
誌
、
金
田
一
春
彦
こ
と
ば
の
学
校
、
各

川
柳
選
者
と
し
て
川
柳
の
普
及
と
後
進
の
育

成
に
尽
力
す
る
。
著
書
に
「
桜
守
」
「
川
柳
作

家
全
集 

中
沢
久
仁
夫
」。 

現
在
、
日
川
協
常
任
幹
事
。 

 

愛
知
県 

會
田

あ

い

だ

規
世
児

き

よ

じ 

昭
和
６
年
８
月
13
日 

昭
和
25
年
、
稲
吉
歌
笑

（
佳
晶
）
氏
の
す
す
め

で
川
柳
を
始
め
る
。 

昭
和
26
年
、
当
時
、
川

柳
の
第
一
人
者
だ
っ
た
川
上
三
太
郎
氏
が
岡

崎
を
訪
れ
た
の
を
機
に
、
稲
吉
佳
晶
氏
と
岡
崎

川
柳
研
究
社
を
設
立
。
現
在
、
同
結
社
の
主
幹

を
務
め
、
会
員
ら
の
作
品
を
集
め
て
月
刊
『
川

柳
岡
崎
』
を
発
行
し
て
い
る
。 

平
成
元
年
、
川
柳
初
の
個
展
を
開
く
。 

平
成
18
年
、
西
尾
市
妙
喜
寺
に
句
碑
建
立
。 

平
成
19
年
、
愛
知
県
文
化
功
労
賞
受
賞
。 

著
書
に
合
同
句
集
「
風
輪
」、「
川
柳
作
家
全
集 

會
田
規
世
児
」。 

 

大
阪
府 

住
田

す

み

た

英
比
古

ひ

で

ひ

こ 

昭
和
６
年
７
月
11
日
生

ま
れ 

昭
和
38
年
頃 

会
社
所

属
職
場
川
柳
会
で
川
柳

作
句
。 

昭
和
40
年 

番
傘
川
柳
本
社 

誌
友 

昭
和
42
年 

番
傘
川
柳
本
社 

同
人 

各
地
句
報
担
当
、
句
会
部
長
、
誌
友
句
選
者
等

を
経
て
、
同
人
句
選
者
、
現
在
に
至
る
。 

現
在
、
番
傘
川
柳
本
社 

幹
事
長
。 

 

大
阪
府 

竹
森

た
け
も
り 

雀

舎

じ
ゃ
く
し
ゃ 昭

和
８
年
３
月
16
日 

島
根
県
松
江
市
生
ま
れ 

平
成
５
年
３
月 

江
崎

グ
リ
コ
（
株
）
定
年
に

よ
り
退
社
。 

昭
和
54
年 

番
傘
同
人
と
な
り
今
日
に
至
る
。 

現
在
、
日
川
協
常
任
幹
事
。 
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編 

集 

後 

記 
 

★
先
般
、
広
島
市
を
襲
っ
た
豪
雨
で
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
こ
と

に
心
か
ら
お
見
舞
い
と
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
天
災
の

怖
ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
痛
感
し
、
予
防
の
た
め
の
努
力
を
常
々

し
て
お
く
必
要
性
を
実
感
し
た
次
第
で
す
。 

★
今
年
の
日
川
協
三
大
行
事
も
「
国
民
文
化
祭
あ
き
た
」
が
残
っ

て
い
ま
す
。
大
潟
村
と
い
う
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
の
開
催
、
成

功
を
祈
り
た
い
。 

★
日
川
協
の
全
国
大
会
「
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
」
の
参
加
者
が
今
年
は

じ
め
て
一
万
人
を
超
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
が
大
人
に
な
っ

て
か
ら
の
川
柳
に
対
す
る
傾
向
に
注
目
し
た
い
。 

★
こ
ん
ご
の
全
国
大
会
開
催
に
つ
い
て
、
開
催
地
選
び
が
従
来
通

り
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
と
は
限
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
指

導
者
の
高
齢
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
大
会
を
進
行
す
る
ス
タ
ッ

フ
不
足
も
問
題
と
な
っ
て
、
油
断
で
き
な
い
状
態
で
す
。
こ
の
件

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
よ
う
で
す
。 

★
柳
多
留
二
百
五
十
年
の
二
〇
一
五
年
行
事
に
つ
い
て
協
力
を

願
う
運
動
の
Ｐ
Ｒ
に
勤
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
事
務
局
長 

本
田
智
彦
） 

（
元
幹
事
・
常
任
幹
事
） 

 
 

 
 

平
成
26
年
６
月
以
後
（
敬
称
略
） 

 
 

 
 

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

逝
去
日 

 
 

所
属
柳
社
名 

 
 

お
名
前 

 
 

年
齢 

8
／
8 

元
日
川
協
常
任
幹
事 

伊
豆
丸 

竹 

仙 

89 

8
／
13 

元
日
川
協
常
任
幹
事 

吹 

田 

朝 

児 

89 

今
後
の
全
国
大
会
予
定 

▼ 

千 
葉 

 
 

 

平
成
27
年
６
月
14
日
（
日
） 

 
 

 

銚
子
市
青
少
年
文
化
会
館 

 

▼ 

愛 

媛 
 

 
 

平
成
28
年
６
月
26
日
（
日
） 

 
 

 

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル 

 

▼ 

平
成
29
年
度
は
交
渉
中 

 

▼ 

熊 

本 
 

 
 

平
成
30
年
６
月 

 

今
後
の
国
民
文
化
祭
予
定 

▼ 

秋 

田 
 

 
 

平
成
26
年
10
月
19
日
（
日
） 

 
 

 

サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟 

 

▼ 

鹿
児
島 

 
 

 

平
成
27
年
11
月
１
日
（
日
） 

 
 

 

薩
摩
川
内
市
入
来
小
学
校 

 

▼ 

平
成
28
年
度
以
降
は
未
定 

日川協加盟柳社一覧表訂正・変更       平成 26年 6 月以降 

頁 柳 社 名 箇 所 追 加・訂 正・変 更 内 容 

14 

19 

32 

40 

45 

オ ホ ー ツ ク 文 庫 

上州時事川柳クラブ 

番 傘 川 柳 北 斗 会 

耶 馬 川 柳 会 

礒 野 い さ む 

会  名 

会  長 

会  長 

会  長 

住  所 

北見川柳社 → オホーツク文庫 

秋山 春海 〒372-0047 伊勢崎市本町 20-1                  TEL 090-4703-9408 

大堀 正明 〒532-0012 大阪市淀川区木川東 4-3-34-212       TEL 06-6305-4536 

福澤 廣明 〒871-0153 中津市大貞 371-45               TEL&FAX 0979-32-0785 

〒573-0036 枚方市伊加賀北町 4-3 ﾊﾟｰｸｻｲﾄﾞかがやき 3F4 号室 TEL 0072-846-1570 


